
家具類の転倒・落下・移動防止対策

地震時の家具類の転倒に注意

地震時の落下物に注意 地震時の家具類の移動に注意

高層階〈概ね10階以上〉では、長周期地震動
による家具類の移動が発生する可能性があります。

家具類の転倒圃落下・移動防止対策キャンペーン
～長周期地震動などから身を守るために～
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（ 家具類の転倒・落下・移動防止対策をしましょう l 
ガラス飛散防止フィルムを
貼りましょう

L型金具による固定は、壁の下地材に固定し
ましょう。下地材の位置は、下i也材険知セン
サーなどで確認できます。

震の開放防比器具
を設置しましょう

二段重ねの家具は上
下を平型金具などで
固定しましょう

ポール式を使用する際は、ス トッパー式と併用 重いちのは下に、軽いちのは
レましょう 上lこ収納しましょう

高層階では、家具の移動防止対策も行いましょう
。 高層階（概ね10階以上〉では、長周期地震動（ゆつくり大きく繰り返す揺

れ）により家具類が移動することがあり、 「挟まれる」 「ぶつかる」こと
によるけがや、避難経路を塞がれるなど避難障害が生じる危隙があります。

※地1或や建物などによっては、 10階以下の階層においても、地震により家具類が移動することがあります。

日常的に動かす家具類（ワゴンな
ど）は、キャスターをロックし、蓄
脱式のベル トなどで壁に連結レま
しょう

日常的に動かさないキャスター付きの家具類
（テレビ台や棚など〕は、キャスターに下皿
を敷き、さらに転倒防止対策をしましょう

※テレビは重量があり、テレビ在テレビ台に固定してもテレビ台
ごと転倒することがあります． テレビ台ごと壁等に固定しま
しょう．

。 地震が発生し、 家具類が転倒しても、 ケガをしない
ような家具の置き方をしましょう。

・砂
ベッドのあるところに転倒 ベッ ドのないところlこ転倒

。 なるべく座る揚所、寝る場所の近くに、背が高＜重い家具類は置か
ないようにしましょう

「 地震時には、身の安全を最優先に行動しましょう 1
剛i白曹圃E轟星雲脚員調・

身の安全を最優先に行動する ・3予揺れがおさまるまで様子を見る。
緊急地震速報を受けだら、慌てずに重量物から離れ、安全スペース （なるべく家
具などを置かない寝室、廊下、会議室など〉に退避しましょう。

，．【皐の安全の図り方】ー
:oテーブルの下や、物が「倒れてこなし1」 「落ちてこなし1」 「移動レてこなし1」
: 空間に身をよせ、姿勢を値くする

；置0量’ oテーブルなどの足をもち、身の安定を図る

0安定がなくなり、座ったまま転倒する司能性があるため完全には座らない，

。 リュ ックサックなどに、 必要なちのをまとめて、 自
のつきやすい所に置いておきましょう。

備蓄昂チェックリスト（例〉回 附〉

＠口飲料水・食料昂 ⑥口 応急救護用晶
口衣類・雇物 口普段服用している罫

口マッチやライタ一 口雨具（防寒）

＠口照明器具 恨の 口チリ紙

＠口ラジオ ロパールなど （※3)
口費重昂（小銭など〉 ⑥口 笛（警笛〉 〈※4〕

＠特に高層階（概ね10階以上〉では必ず備えておきたいちの

圃，

※ 1 このチェックリストは一例です。何が必要か、普段からご家庭で話し合って
おくことが重要です。 〔乳幼児のいるご家庭ではおむつが必要となるなど〉

※2 バッテリー内蔵型の照明器具〔普段はコンセントで使用し、停電時には内蔵
I ＼ッテリーで一定時間照明機能を維持できるもの）が効果的です。

※3 マンションなどの玄関の鉄扉が愛形レ、 関かなくなった揚合における救助活
動などに使います。

※4 屋内で負傷したとき、周囲に助けを求める〔居場所を知らせる〉ために使
います。

※5 高層マンションの自治会や複数の階数にまたがる事業所では、階層閣の連
絡用にトランシーバーを備えておくと効果的です。
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